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2 京都大学アカデミックデイ （2012 年 9 月 2 日） 出展報告 
 

「京都大学アカデミックデイ —みんなで対話する京都大学の日—」 

 

 
開催日時 2012 年 9 月 2 日（日）10 時 00 分から 17 時 30 分

会場 京都大学百周年時計台記念館 
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１−１．イベント概要 

 
京都大学は、2012 年 9 月 2 日に京都大学百周年時計台記念館にて「京都大学アカデミックデイ －みんなで対

話する京都大学の日－」を開催しました。「京都大学アカデミックデイ」は、市民や研究者、文系、理系を問わず、

誰もが学問の楽しさ・魅力に気付くことができる「対話」の場となることを目指しました。これは、国民と

科学・技術に関わる者が直接対話することで、国民の声を、国の政策や本学における研究活動に反映させるこ

とを１つの目的として始めた取り組みです。京都大学からは  29  組の研究プロジェクトが参加し、 

他、高校生による発表 5 件、その他研究者による発表 5 件も行われました。１日で延べ 531 人の来場者が訪れ

ました。 

 

「京都大学アカデミックデイ」では「対話」のスタイルに合わせて４つのプログラムを用意しました。研  

究者とじっくり対話をする「ちゃぶ台囲んで膝詰め対話（サイエンスカフェ）」や様々な分野の研究者に触れ  る

ことのできる「ポスター前で立ち話（ポスター対話）」。１つのテーマに沿って、みんなで話し合う「お茶  を片

手に座談会（トークライブ）」、そして、総長による対話を観覧する「紘の部屋（対談式講演会）」があり  ました。

また、「対話マラソンのための給水ポイント」では、コーヒーやお茶を対話のお供として用意しまし  た。 

 

「京都大学アカデミックデイ」は、京都大学による「国民との科学・技術対話」支援事業の一環として実  

施されました。広報コンテンツや会場サイン等は京都大学学術情報メディアセンター   コンテンツ支援サービスに

よって制作しました。またコンテンツ作成室との共同研究として対話を促進させる仕掛け作りにも積極  的に

取り組みました。企画のデザインや運営は学術研究支援室（ＵＲＡ室）及び研究国際部研究推進課、「国  民との

科学・技術対話」ワーキンググループと共同で行い、来場者の方へのアンケート調査も実施しました。  京都大学ブース

にはどのような来場者の方が訪れたのか、つまり、どのような方と対話をすることができた  のかを把握し、

各研究者にフィードバックをすることで、今後の対話活動をよりよいものにすることを目指  しています。 

 

 

 
開催日時 2012 年 9 月 2 日（日） 

10 時 00 分から 17 時 30 分会

場 京都大学百周年時計台記念館 

１．概要 
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１−２．支援体制 

 
「京都大学アカデミックデイ」は、京都大学による「国民との科学・技術対話」支援事業の一環として実  

施されました。支援体制は以下の通りです。 

 

「国民との科学・技術対話」ワーキンググループ委員 

中辻 憲夫 物質－細胞統合システム拠点（iCeMS） 教授 

西村 いくこ 理学研究科 教授 

北野 正雄 工学研究科 教授 

伊勢田 哲治 文学研究科 准教授 

塩瀬 隆之 総合博物館 准教授 

川口 泰史 研究推進部研究推進課 課長 

中村 一也 総務部広報課 課長 

 

 
「国民との科学・技術対話」若手ワーキンググループ委員

白井 哲哉 学術研究支援室（ＵＲＡ室） ＵＲＡ 

水町 衣里 物質－細胞統合システム拠点（iCeMS） 特定研究員 

元木 環 情報環境機構／学術情報メディアセンター 助教 

 

研究国際部研究推進課 
 

吉元 幸司 研究国際部研究推進課 研究助成掛 

土井 恵美子 研究国際部研究推進課 研究助成掛 

中澤 泰彦 研究国際部研究推進課 研究助成掛 

 

 
学術研究支援室（ＵＲＡ室） 

 

白井 哲哉 学術研究支援室（ＵＲＡ室） ＵＲＡ 

杉原 忠 学術研究支援室（ＵＲＡ室） ＵＲＡ 

園部 太郎 学術研究支援室（ＵＲＡ室） ＵＲＡ 

柘原 岳人 学術研究支援室（ＵＲＡ室） ＵＲＡ 

山本 祐輔 学術研究支援室（ＵＲＡ室） ＵＲＡ 

田中 耕司 学術研究支援室（ＵＲＡ室） ＵＲＡ室長 

 

 
学術情報メディアセンター コンテンツ作成室 

岩倉 正司 学術情報メディアセンター 教務補佐員 

永田 奈緒美 学術情報メディアセンター 教務補佐員 
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１−３．スタッフリスト 

 
企画 ｢国民との科学・技術対話｣ 若手 WG 白井 哲哉、水町 衣里、元木 環

研究国際部研究推進課 吉元 幸司、土井 恵美子、中澤 泰彦 

 

会場デザイン、うちわデザイン 学術情報メディアセンター コンテンツ作成室 

元木 環、永田 奈緒美、奥村 昭夫 

 

 
運営サポート、記録担当 成原 隆訓（工学部 ２回生） 

氷見 貴顕（農学部 １回生） 

渡川 智子（教育学研究科 修士１回生） 

白井 皓大（教育学 １回生） 

中澤 陽（法学部 ２回生） 

齋藤 稜（理学部 ３回生） 

 

ブース設営 株式会社 伏見工芸 

 

 
音響機器設置 有限会社アサヒ技研 コミュニケーションメディア研究所（八木 啓介） 

 

 
写真撮影 大森 貴生 

 

 
監修 ｢国民との科学・技術対話｣ WG 
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20 19 

28 27 

会場案内／百周年時計台記念館 2 階 国際交流ホール 

ポスター前で立ち話 
ポスター対話 

ちゃぶ台囲んで膝詰め対話 
サイエンスカフェ 

お茶を片手に座談会 
トークライブ 

 11         12         13         14       15 

10 

 
09 

 18         17        16 

08  21         22         23        24 

07 

紘の部屋 
対談式講演会 

会場：1 階  百周年記念ホール 

06  26        25 

 29  30  31    

05 

対話マラソンのための給水ポイント 
カフェコーナー 

ご記入いただいたアンケートをドリンクチケットと

交換いたします。 

04 

 03         02        01 

受付 

エレベーター 

アンケート記入コーナー 

鉛筆、イス、机をご用意しております。アンケート記入の際にご利用ください。 

 

うちわ交換所 

ご記入いただいたアンケートをうちわと交換いたします。 

１−４．会場配置図 

 

■ 「京都大学アカデミックデイ」配置図 
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締切 締切 

受付 
・
・・・会場案内 

・
・・・京都大学アカデミックデイ 

ホールのイス 

畳（2700×1800mm） 
＋ 

コタツ（750×

750mm） 
ホールの長机 

（1800×600mm） 

丸テーブル×1 

（900×900mm程度） 

          メインサイン×3（「紘の部屋」前設置用、時計台建物前設置用は、以下の配置図に未掲載） 

          コーナーサイン×4 

会場案内 

畳演目パネル×4、トークライブ演目パネル×1 

   
・
・・・ちゃぶ台囲んで膝詰め対話 

・・・お茶を片手に座談会 

・
・・・ポスター前で立ち話（ポスター対話） 

対話マラソンのための
給水ポイント・・・・・・ 

・会場全体レイアウト 
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①『語り場』としての大学の未来を考える 
コンセント 

↓ 

国
流
ホ
ー
ル 

ホワイトボード（よこ長）×1 

 
スクリーン ×2 ※語り場で使用するのは 1 枚 

 
プロジェクター×1 ／ プロジェクター設置台 ×1 ※語り場で使用するのは 1 枚 

栄
留 

Ｊ 
Ｃ 
Ｓ 

PC ノートパソコン ×1 

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド 
（
 
た
て
長 
） 

PC 

演目パネル 

ラウンドテーブル×3 

ホワイトボード（たて長）×3 ※宇宙茶会用 

 
ハブ ×1 ※キュレーターズ TV 用 

マイク ×4 

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

スピーカー ×2 

 
アンプ ×1 

 
マイク ×4 

 
イス ×15 

 
イス ×6 

コーナーサイン 
イス ×7 

180cm 

10cm 

48cm 

38cm 

110cm 

10cm 
45cm 

41cm 

90cm 45cm 

43.5cm 

② アート× ライフイノベーション＝CURATORS TV 
コンセント 

↓ 

国
流
ホ
ー
ル 

ホワイトボード（よこ長）×1 ※語り場用

スクリーン ×2 

プロジェクター ×1 ／ プロジェクター設置台 ×1 

博
物
館 

タ
タ
ミ 
、
パ
ン
チ
カ
ー
ペ
ッ
ト 
、
ち
ゃ
ぶ
台
は
こ
こ
に
収
納 

PC 
PC PC 

Ｕ 
Ｒ 
Ａ 

PC ノートパソコン ×3 

ちゃぶ台 

Ｊ 
Ｃ 
Ｓ 

ラウンドテーブル×3 

座布団 ×3 

タタミとイスの隙間をあける 

タタミ ×2 

ｉ 
Ｃ 
ｅ 
Ｍ 

パンチカーペット（タタミの下に敷く） 

Ｓ 

ホワイトボード（たて長）×3 ※宇宙茶会用 

ハブ ×1 

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

スピーカー ×2 

180cm 

アンプ ×1 10cm 

48cm 

38cm 

マイク ×4 

110cm 

イス ×15 10cm 
45cm 

41cm 

イス ×6 

90cm 

イス ×7 
45cm 

43.5cm 

・お茶を片手に座談会（トークライブ）レイアウト 
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２−１．ちゃぶ台囲んで膝詰め対話（サイエンスカフェ） 

 

■ ２−１−１．概要 

 
日時 9 月 2 日（日曜日）10 時 00 分〜12 時 00 分／13 時 00 分〜15 時 00 分

会場 京都大学百周年時計台記念館 ２階 国際交流ホール II 

 

「ちゃぶ台囲んで膝詰め対話（サイエンスカフェ）」では、研究にまつわるあん 

な話、こんな話を、来場者と大学の研究者がお茶の間気分で話し合うコーナーでし た。

会場には４つのちゃぶ台ブースと１つのテーブルブースが設置され、10   時から 

12 時の間に４つ、13 時から 15 時の間に４つ、計８つの研究グループが出展しました。

各研究グループは、どんな研究を行っているのか、なぜその研究をすることに なった

のか、などを来場者と語り合っていました。３帖の畳から成るちゃぶ台ブー 

スでは、ちゃぶ台を囲んだり、畳の縁に腰をかけたりと、思い思いのスタイルで研究者と対話をする来場者  

の姿が見られました。 

 

２．プログラム 



11 京都大学アカデミックデイ （2012 年 9 月 2 日） 出展報告 
 

■ ２−１−２．参加研究者一覧 
 

日時 氏名（所属 職名） タイトル 

 

 

 
9 月 2 日（日） 

10 時 00 分～ 

12 時 00 分 

安藤浩志（京都大学数理解析研究所） 「これからの数学者と話をしよう」 

奥野恭史（京都大学大学院薬学研究科） 「コンピューターで薬をつくる」 

土居雅夫（京都大学大学院薬学研究科） 「からだの時間：地球生命体の宿命」 

月浦崇（京都大学大学院人間・環境学研究

科） 

「憶えること・思い出すこと：記憶と脳」 

 

 

 
9 月 2 日（日） 

13 時 00 分～ 

15 時 00 分 

寺尾潤（京都大学大学院工学研究科） 「究極に小さな電子機器を有機物から作る」 

橋本学（京都大学防災研究所 地震予知研

究センター） 

「南海トラフの巨大地震：どうして M9？」 

椛島健治（京都大学医学部附属病院） 「なぜ皮膚が人に存在するのか？」 

河井重幸（京都大学大学院農学研究科） 「微生物のちからで海藻から燃料をつくる」 

 
＜開催レポート１＞ 

開場直後は来場者もそこまで多くなく、私の担当していた「ちゃぶ台囲んで膝詰め対話」のコーナーでも  

それぞれのちゃぶ台で２、３人が参加している程度でした。ただ朝から足を運んでくださった方だけあって、  みな

さん熱心に研究者の説明を聞いて行かれました。 

お昼が近づいてきた頃から人がかなり増えてきて、もはやちゃぶ台には到底収まりきらず、10  人ほどがちゃ

ぶ台スペースを囲んで話を聞くというような事態になりました。家族連れからおじいちゃんおばあちゃん  まで

幅広い層の方がいらっしゃっており、研究者も誰にでも分かるような説明をしていてとても雰囲気も良  かった

です。人数が多かったので、新しい方がいらっしゃっても、最初から説明しなおすことは難しいかな  あとスタ

ッフの私は心配していたのですが、お客さん同士で聞きそびれたところの情報をやり取りしている  場面も見ら

れ、それもまた良い交流になったのではと思いました。 

前半、後半どちらの組も時間を少しオーバーするほど盛り上がっていて、非常に良かったと思います。前  

半の数学の話をしていた研究者に至っては、後半の組が始まっても話がつきず、対話の場を真ん中のテーブ  

ルブースに移してもらいました。結局、終了時刻まで数式について熱く語り合っていて、とても楽しそうで  

した。 

前回の国際会館でのコタツを囲んで対話をしたイベント（2011 年 12 月に開催された「科学・技術フェス

タ in 京都 2011」内 京都大学ブース「京大アカデミックデイ －序章－」）に比べて来場者は多かったです。そ

のおかげで少し見てみようかなという人でも気軽に入れるような雰囲気になっていたと思います。個人的  に

は、座りあぶれた人とお話しする機会もあってとてもおもしろかったです！ 

（中澤 陽） 
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＜開催レポート２＞ 

午前の部から多くの方に来ていただきました。むしろ、来場者が多すぎて、立ち見となっているちゃぶ台  

も出ていたので、どうやって多くの方に話を聞いて頂くか、どうやって多くの方からの質問を受けるかとい  

う点に労力を割きました。時には研究者と来場者の白熱した議論を遮って、途中から来た方のために再び説  

明をお願いすることありました。深い議論を一部遮ってしまったこともあったかもしれませんが、多くの来  

場者に研究者と話していただけたと考えています。例えば、地震を専門にされている研究者は、地震被害の  

試算結果が、報道されるときには「こういった地震が起こる」という予報のように誤解を招く伝わり方にな  

ってしまうことなどを話されていました。 

小さなお子さん連れの方や年配の方が多くいらっしゃっていました。 

反省点としては、事前に参加研究者に、来場者の方が多すぎたら一度議論を区切り、より多くの方に話を  

聞いていただくような工夫をするよう、お願いすることが必要だったことがあげられます。 

（齋藤 稜） 

 

 
＜来場者の声＞ 

・何でも自由に質問できて単に講義を聞くよりは良く理解できた（70  代） 

・良い面だけでなく多面的な話題が聞けた（50  代） 

・こんな贅沢な場（研究者との少人数での密な談話）が実現しているのを目の当たりにできた（40   代） 

・リラックスしながら色々と遠慮なく質問できたこと（大学生等） 

・最前線におられる研究者の話をゆっくり聞けた（大学生等） 

・いろいろな話が聞けて話せて楽しかった（高校生） 

・新たな面が見れて面白かった（高校生） 

・わかりやすく教えてくれた（小学生） 
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２−２．ポスター前で立ち話（ポスター対話） 

 

■ ２−２−１．概要 

 
日時 9 月 2 日（日曜日）10 時 00 分〜15 時 30 分 

会場 京都大学百周年時計台記念館 ２階 国際交流ホール I 

 

 
大学研究者、高校生、その他学外の研究者による研究紹介のコーナーでした。会 

場には 31 グループのポスター展示がずらりと並び、ポスターの前ではその研究を行

った研究者が来場者と直接語り合いました。また、研究者によっては、ポスターの 

前に配置された机や椅子を使って展示品を並べ、それらを使って研究の紹介をする 

姿も見られました。さまざまな立場で研究をしている人が一同に集っていたため、 

研究者同士の交流も深まり、互いに刺激をしあう場になっていました。 
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■ ２−２−２．参加研究者一覧 

 
・京都大学 

 

氏名（所属） タイトル 

中村和弘（京都大学生命科学系キャリアパス形成ユ

ニット） 

「「病は気から」を科学する」 

山田真澄（京都大学防災研究所） 「リアルタイム地すべりモニタリング」 

松田建児（京都大学大学院工学研究科） 「スイッチング分子のナノテクノロジー」 

西村芳樹（京都大学大学院理学研究科） 「子孫に遺伝しない父親の遺伝子？」 

東樹宏和（京都大学地球環境学堂／大学院人間・環

境学研究科） 

「植物と菌類の地下ネットワークと生態系」 

吉田正純（京都大学大学院教育学研究科 教育実践

コラボレーション・センター） 

「童仙房：新しい「教育空間」を求めて」 

飯田敦夫（京都大学再生医科学研究所） 「魚を使って体の仕組みを探る」 

渡邊裕美子（京都大学大学院理学研究科） 「インドネシア・ジャワ島での鍾乳石研究」 

工藤洋（京都大学生態学研究センター） 「6 週間の記憶：植物が季節を知るしくみ」 

堀越亮（京都大学大学院工学研究科） 「ブロック玩具で学ぶ触媒の機能」 

川口義弥（京都大学 iPS 細胞研究所） 「肝臓・膵臓で見られる樹木様の細胞供給」 

舟川晋也（京都大学地球環境学堂／大学院農学研究

科） 

「農業は生態系の何をこわしてきたか？」 

阿部竜（京都大学大学院工学研究科） 「人工光合成でクリーンな水素エネルギー」 

中村正治（京都大学化学研究所附属元素科学国際研

究センター） 

「錬金術？鉄触媒クロスカップリング反応」 

溝口佑爾（京都大学大学院人間・環境学研究科） 「被災した「思い出」を救う」 

柳田素子（京都大学大学院医学研究科） 「腎臓病はどこまで治るのか」 

石本沙織（京都大学大学院教育学研科） 「大学入試について本気出して考えてみた」 

柴田一成（京都大学大学院理学研究科附属天文台） 「京都大学における金環日食観察会の実施」 

金光義彦（京都大学化学研究所附属元素科学国際研

究センター） 

「ナノ物質が拓く光科学のフロンティア」 

石原亨（京都大学大学院情報学研究科） 「自然エネルギーで動作するコンピュータ」 

安達泰治（京都大学再生医科学研究所） 「細胞ガ綱引き」 
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・高等学校 
 

高等学校名 タイトル 

滋賀県立膳所高等学校 「高校生が不思議にチャレンジしました」 

国立高等専門学校機構 舞鶴工業高等専門学校 「炭素繊維で木造住宅の耐震補強が可能！」 

大阪府立住吉高等学校 「ダイコンの食害に対する応答反応」 

京都府立嵯峨野高等学校 「ハーフミラーの作製～銀微粒子の観察～」 

「太陽電池を組み込んだ「無接点」モーター」 

滋賀県立虎姫高等学校 「カスミサンショウウオの生態を探る」 

 
 

・市民 
 

団体等名 タイトル 

兵庫県立御影高等学校環境科学部生物班

兵庫県立人と自然の博物館 

兵庫きのこ研究会 

「キノコは雨が降るとたくさん出る？」 

鈴木大輔（大阪市立大学都市研究プラザ） 「CURATORS TV アートはお好き？」 

NPO 法人花山星空ネットワーク 「金環日食 限界線はどこだ？」 

アバンギャルド茶会 

京都大学宇宙総合学研究ユニット 

「宇宙茶会～宇宙科学と茶道のコラボ？～」 

宇宙航空研究開発機構（JAXA） 

京都大学宇宙総合学研究ユニット 

「JAXA×京大 最先端の宇宙研究」 

 
 

＜来場者の声＞ 

・各ブースとも熱心な説明で丁寧でした（50  代） 

・いろんな研究の内容が見れて（難しくてよくりかいできないものもありましたが）面白かった（40   代） 

・専門知識に乏しい私にも丁寧にお話してくださった（40  代） 

・勉強の相談ができたから 学問の枠を超えて話せた（大学生等） 

・研究者の生の声を聞くことができた（大学生等） 

・詳しく説明してくださり私の勉強にプラスになりました（大学生等） 

・実際にその研究をしている人から話を聞けた（高校生） 

・説明がくわしかったので、生物分野への興味がより深まった（高校生） 

・どの研究者の方も情熱を持って熱心に答えてくださった（中学生） 
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２−３．お茶を片手に座談会（トークライブ） 

 

■ ２−３−１．概要 

 
日時 9 月 2 日（日曜日）10 時 00 分〜11 時 30 分 

12 時 00 分〜13 時 30 分 

14 時 00 分〜15 時 30 分 

会場 京都大学百周年時計台記念館 ２階 国際交流ホール III 

 

 
テーマに沿ってみんなで語り合うトークライブです。この日は、３つのトークラ 

イブが行われました。登壇者と客席の距離を縮め、登壇者がテーマに沿って話しな 

がら客席の来場者とも意見を交換できる場となりました。来場者は長椅子に腰をか 

けて、じっくりと話に耳を傾けることも、ふいに質問することもでき、思い思いの 

スタイルでトークライブに参加していました。 
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■ ２−３−２．トークテーマ・参加者一覧 

 
・「『語り場』としての大学の未来を考える」 

日時 9 月 2 日（日曜日）10 時 00 分〜11 時 30 分 

会場 京都大学百周年時計台記念館 ２階 国際交流ホール III 

 

 
大学での教育・研究活動が、もっと市民や社会と身近なものになるにはどうすればよいでしょうか？ 

現役京大生からの話題提供をきっかけに、学生・研究者・市民を交えた対話の場としての大学の在り方を考  

えました。 

 

話し始める人 植田和弘（京都大学大学院経済学研究科） 

栄留豊（京都大学経済学部２回生） 

喜多一（京都大学学術情報メディアセンター） 

高田真理（京都大学大学院農学研究科卒業生） 

話を広げる人 会場のみなさん 

対話の場づくりを助けた人 白井哲哉（京都大学学術研究支援室） 

水町衣里（京都大学物質－細胞統合システム拠点（iCeMS）） 

元木環（京都大学情報環境機構／学術情報メディアセンター） 
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＜開催レポート＞ 

参加者は、京大関係者（京都大学博物館の館長、経済学部３回生、OB   の方など）、京大を目指している浪

人生２人など、やはりイベントの性質上、京大とつながりのある人が多かったように思います。他には、東  

大出身の医師の方がいらっしゃったのは意外でした。また、発言はされなかったもののポスター発表に来た  

高校生や親子連れの高校生にも参加してもらうことができたのは、非常によかったと思います。 

来場者のみなさんからの、自分もどんどん発言したいという勢いが印象的でした。あえてテーマを曖昧に  

することによって、色々な視点からの意見を得られたように思います。 

また、トークライブ終了後にコメントのグルーピングをしている際にも、作業を見に来て、登壇者の栄留  

さんとお話していく人が多数いたのが印象的でした。模造紙を展示したことによって、トークライブが終わ  

った後も、語る場ができてよかったと思います。 

今回のトークライブで、様々な問題点やこれからのテーマが見つかったので、更に深めていけるような場  

を設けることが出来ればいいなと思いました。 

（白井 皓大） 

 

 
＜来場者の声＞ 

・自由活達に語り合いができた（40  代女性） 

・学生や教員の生の声が聞けて面白かった（大学生等） 

・語り合うことで自らもまた刺激を受けられた（大学生等） 

・京大らしさについて京大生が悩んでいることが面白かった（大学生等） 
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・「アート×ライフイノベーション＝CURATORS TV」

日時 9 月 2 日（日曜日）12 時 00 分〜13 時 30 分 

会場 京都大学百周年時計台記念館 ２階 国際交流ホール III 

 

 
ウェブ時代における新しいサービスのカタチとは？ グローバルメディアを創るには？ アートによる日常

の変革を目指すメディア CURATORS TV （http://www.curatorstv.com/）を通じて、様々なジャンルのゲスト

と語り合いました。 

当日は  Ustream  中継を行い、当日会場にお越しになれなかった方にも、ご参加いただきました。 

 

 
司会 鈴木大輔（大阪市立大学都市研究プラザ） 

ゲスト 磯部洋明（京都大学宇宙総合学研究ユニット）  

黒田勇樹（ハイパーメディアフリーター） 

プロデューサー 白井哲哉（京都大学学術研究支援室） 

山本祐輔（京都大学学術研究支援室） 

 
 

http://www.curatorstv.com/
http://www.curatorstv.com/
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＜開催レポート＞ 

「アート×ライフイノベーション＝CURATORS  TV」では、まず、鈴木大輔さんによるアートプレゼンテーシ

ョンから始まりました。そこでは Art について説明を加えることによって、Art 離れしている我々が自然に

興味を持てるような話をしていただきました。おかげで、Art   をより一層身近に感じることができるように

なりました。続いて、宇宙研究者の磯部洋明さん、ハイパーメディアフリーターの黒田勇樹さんも交えて畳  

の上にちゃぶ台を置き、お茶を片手に３人で座談会をしました。すごくアットホームな感じの話し合いにな  

り、お互いに自分たちの境遇や日常的な話題について話していました。例えるなら、テレビ番組『グータン  ヌ

ーボ』の男性バージョンのような場でした。その中で、３人の夢に対する考えがとてもためになりました。  自分なり

にまとめると、「生きていければいい。バイトすれば生きていけるから。あとは、やりたいことをし  ていくのがいい。

いつか見つかるかもしれないし、見つからなくてもきちんと生きていければいい。夢を持  ちなさいという、

押し付けではなく、多様性を見ていく人生もあり。」 

こういった形の座談会は、心を割って話せるとてもいい場だと思いました。 

（氷見 貴顕） 

 

 
＜来場者の声＞ 

・お話ししやすい”場”、丸く取り囲む座り方、車座というのか円座というのか、参加者の人たちの熱心  な議

論をみることができた（40 代） 

・twitter を同時進行でできたのが面白かった（内容はもちろん）（大学生等） 
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・「宇宙茶会～科学の対話、茶席の対話、宇宙人との対話～」

日時 9 月 2 日（日曜日）14 時 00 分〜15 時 30 分 

会場 京都大学百周年時計台記念館 ２階 国際交流ホール III 

 

 
科学者と茶人が、いろいろな形の「対話」について対話しました。「お茶」と「宇宙」の対話の場をみなさ  ん

にも体験していただきました。宇宙をモチーフに若手作家が作った茶道具も当日会場に登場しました。 

 

席主 磯部洋明（京都大学宇宙総合学研究ユニット）  

亭主 近藤俊太郎（アバンギャルド茶人） 
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＜開催レポート＞ 

「宇宙茶会」という何ともユニークなタイトルでトークライブを行ったのは、京都大学宇宙総合学研究ユ  

ニットの磯部洋明さんと、アバンギャルド茶人の近藤俊太郎さん。赤い毛氈をひいたように形作られた茶席  

には、学生から年配の方、そして着物姿から  T  シャツ姿の方まで、多彩な来場者で溢れていました。 

—宇宙茶会とは何か？ 

まず２人が語ったのは、「宇宙茶会」とは何か？   ということ。様々な分野／考えとのコラボレーションを求め、

何でも「宇宙○○」にしてしまう研究者の磯部さんと、何でも「○○茶会」にしてしまう茶人の近藤  さん。そんな

二人が出会って 2010 年から始まったのが「宇宙茶会」です。宇宙茶会が始まってからは、お茶を飲む茶碗も「宇

宙」にしてしまおう！という発想から、若手の陶芸家たちによる宇宙をモチーフとした様々  な茶器が誕生するなど、

“もっと楽しくなることをしたい”という２人の想いにより、色々な人を巻き込みな  がら、宇宙茶会は段々と進化

してきました。 

 

近藤さんは、お茶の作法ばかりに囚われるのではなく、気軽にお茶の楽しさを知ってもらえる場を作りた  

いという想いから、アバンギャルドな茶会活動を始めたそうです。近藤さん曰く、お茶会は謎解きゲームの  

ようなもので、茶器や掛け軸は、謎解きや対話を行うための仕掛けなのだそうです。お茶の道具や作法はあ  

くまでお茶を楽しみ、対話を楽しむための手段なのだとか。そして磯部さんもまた、研究者が一般の人に何  

かを伝えるとき、知識をそのまま教えたいと思っているわけではなく、何が面白いのかを知ってもらい、そ  

こから双方向の対話を行うことを望んでいるのだと語っていました。それぞれ、お茶／宇宙を媒介として、  

そこから好奇心、新たな対話を創出していこうとする姿勢は、２人に共通することなのだと感じました。 

 

—お茶をいただく 

２人のトークの後は実際にお茶をいただきました。トークで取り上げられた「宇宙」をモチーフにした茶  

碗、ぐい呑の器（作法を気にせずお茶を飲める）など、型や色、大きさが様々な茶碗の中から来場者が好き  

なものを選び、それを使ってお茶を点ててもらいます。“お茶を飲む”という所作が場に介入することで、会  場は

いっそう和やかな雰囲気に変わりました。自分が手にした茶碗を、「これは地球の茶碗ですよ」と、周り  の人た

ちに知らせる人、「面白い形ですね、これは何の星ですかね？」と、他の人の茶碗を興味津々に眺める  人。自然な会

話が生まれる和やかな会場は、お茶の作法を気にするよりもまず、自分が手にした茶碗とお茶  を、そしてこ

の場にいる人との対話を楽しみたい、という嬉しそうな表情で溢れていました。また、お茶と  共にいただい

たお菓子は、小惑星イトカワを忠実に模したクッキー。五感を用いて宇宙を味わい、そして対  話を楽しむ、

とても贅沢な一時となりました。その後は２人が再びトークを行い、続いて来場者からの質問  を受けながら

全員で対話を行いました。「宇宙人はいるのか？」「なぜ人は宇宙に行くのか？」「宇宙にゴキブ  リを連れて行

く？」など、答なき様々なトピックについて、磯部さん、近藤さん、来場者、３者での対話は  多いに盛り上

がり、それぞれに心地よい余韻を残しながら、宇宙茶会は終わりを迎えました。 

 

—おわりに 
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お茶の世界や宇宙研究の世界など、ある世界に属している内側の人、属していない外側の人。そういった   

様々な人同士の「対話」によって、既存の価値観や世界観を悠に飛び越え、新たな境地が生まれていくのだ   

と感じました。今回「宇宙」と「お茶」という素材を基に繰り広げられた対話は、来場した人たちの中に、   

様々な楽しみと好奇心を芽吹かせたように思います。そしてこの場で生まれた多様な対話により、「宇宙茶会」  そ

のものもまた、その世界を広げることができたのではないでしょうか。 

（渡川 智子） 

 

 
＜来場者の声＞ 

・どう結びつけるか？どんな考え方なのか？ヒントを得られた（30  代） 

・お話しが分かりやすくて面白かった（30  代） 

・いろいろな茶碗をもってお茶を飲むだけでなく知らない人と語り合いはじめられた（中学生） 
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２−４．紘の部屋（対談式講演会） 

 

■ ２-４-１．概要 

 
日時     9 月 2 日（日曜日）16 時 00 分〜17 時 30 分 

会場     京都大学百周年時計台記念館 １階 百周年記念ホール 

 

 
京都大学総長・松本紘がゲストの素顔に迫り、多様な話を引き出す鼎談でした。 

ゲストには東京大学教授の大島まりさん、JAXA/ISAS  の川口淳一郎さんに来ていた

だきました。 

司会者の楠見孝教授による企画の紹介の後、舞台は暗転し松本総長ご自身の写真 

で半生を遡るようなオープニングムービーが流れ、「松本紘の部屋」はスタートしま し

た。最初にゲストのお二人をお招きして、お二人の研究や研究に纏わる活動につ 

いてお話をしていただきました。大島先生からは工学と医学・バイオが融合した生体流体力学の研究から、   

次世代の科学者を育てるために取り組まれている活動のお話を、川口先生からは宇宙工学の研究から JAXA の

研究プロジェクトまで、様々な研究活動についてのお話がありました。その後は、３人が経験されてきた幼   

少のころの話題から、夢を抱くことについてまで意見が次々に交わされ、90   分には収まりきらないほどの盛況

な鼎談が行われました。来場者からのアンケートでは、「ジャンルの異なる分野の方々の対談は面白かった」 

「知の巨人たちの生の意見が聞けた」「夢について考えるきっかけをもらえた」など、３人の研究や教育に対  する

熱い思いに感銘した感想をいただきました。 
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＜来場者の声＞ 

・先生のお母様は素晴らしい方だと尊敬いたします。本日の諸先生方の御明察に感動した。（80   代） 

・松本先生、川口先生の肉声（雰囲気も含む）で良いお話しを伺えたこと（70   代） 

・大島先生、川口先生、松本先生の話は、参考になりました。日常の会社勤務の参考にさせていただきま  す。

（70 代） 

・夢をもって頑張ること。このメッセージが３先生の供通でよく分かりました。（60   代） 

・科学分野にとどまらず広い視野の見方の話しが興味深かった。（60  代） 

・ジャンルの異なる分野の方々の対談は面白かった（40  代） 

・もっと身近な学問人とのつながりをいろいろと考えさせられた。（20  代） 

・川口先生かっこよかった（大学生等） 

・ものすごく内容が濃かった（高校生） 

・すごい先生が３人も集まってその話が聞けた（高校生） 

・夢を持つこと。なるほどと思った（中学生） 

・学長の考え方がとても印象にのこりました。ありがとうございます。（中学生） 

・子どもの教育についてとても参考になりました！（小学生） 

・お話の中でお人柄が表れて、やっぱりすごい先生方だと感動いたしました。ありがとうございました。 

・知の巨人たちの生の意見が聞けた 

・総長がユーモラスな方だった 
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■ ２−４−２．ゲスト・総長紹介 
 

大島まり氏 

東京大学大学院情報学環・東京大学生産技術研究所 教授 

 
工学博士。 

専門は、バイオ・マイクロ流体工学。 

マサチューセッツ工科大学大学院、東京大学大学院工学系研究科博士課程修 了。 

東京大学生産技術研究所助手、講師、助教授を経て、2005 年教授。この間、ス

タンフォード大学への客員研究員も務める。 

2006  年より現在、東京大学情報学環、生産技術研究所の教授を兼務。 

2011 年、東京大学研究所次世代育成オフィス（ Office for the Next 

Generation:ONG）室長に就任。 

「研究を通しての科学技術教育」として、科学技術リテラシーの向上のため に

出張授業などの様々なアウトリーチ活動を行っており、日本の将来を担う 次世代

の理工系人材の育成に力を注いでいる。 

文部科学省の科学技術・学術審議会の専門委員のほか、経済産業省や国土交 通

省の委員を務め、NHK「サイエンス ZERO」のコメンテーターや「世界一受けた

い授業」などにも出演。 
 

川口淳一郎氏 

独立行政法人宇宙航空研究開発機構 シニアフェロー

宇宙科学研究所 宇宙飛翔工学研究系 教授 

 

宇宙工学者、工学博士。 

専門は、アストロダイナミクス（応用飛行力学）、軌道力学。 

1978  年、京都大学工学部卒業後、東京大学大学院工学系研究科航空学専攻博

士課程を修了。 

旧文部省宇宙科学研究所助手を経て、2000  年教授。 

現在、独立行政法人宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所（ISAS/JAXA）宇 

宙飛翔工学研究系教授、2011 年 8 月より、シニアフェローを務める。 

ハレー彗星探査機｢さきがけ｣、工学実験衛星｢ひてん｣、火星探査機｢のぞみ｣ 

などのミッションに携わり、2007 年 4 月から 2011 年 9 月まで、月惑星探査 

プログラムグループプログラムディレクタ（JSPEC/JAXA）、1996 年から 2011 

年 9 月まで、小惑星探査機「はやぶさ」プロジェクトマネージャを務める。松

本紘 総長 

京都大学大学院工学研究科電子工学専攻修了。 

専門は、宇宙プラズマ物理学、宇宙空間無線エネルギー伝送工学、宇宙電波 工

学。 

京都大学工学部、京都大学超高層電波研究センター、京都大学宙空電波科学 研

究センター、京都大学生存圏研究所を経て、京都大学理事（副学長）。 

2008 年から現在、京都大学第 25 代総長。 
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２−５．対話マラソンのための給水ポイント（カフェコーナー） 

 

■ ２−５−１．概要 

 
日時 9 月 2 日（日曜日）10 時 00 分〜15 時 30 分 

会場 京都大学百周年時計台記念館 ２階 国際交流ホール III 

 

 
「京都大学アカデミックデイ」では、コーヒーやお茶を提供するカフェコーナー 

を用意しました。このコーナーには、「お好きなお飲物を片手に、対話の場へお戻り 下

さい」と記したサインを置きました。畳のコーナーやトークライブでは、飲み物 も

楽しみながら、来場者と研究者が対話をする場面が見られました。 

 

 
 

 

  



33 京都大学アカデミックデイ （2012 年 9 月 2 日） 出展報告 
 

＜来場者の声＞ 

・お茶を自由に飲むなど会場を巡る楽しさがあった（60  代） 

・お茶、コーヒーのサービスやうちわなど、とてもありがたかったです。（小学生） 
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３−１．ちゃぶ台囲んで膝詰め対話（サイエンスカフェ） 

 
「これからの数学者と話をしよう」 

安藤浩志（京都大学数理解析研究所） 
 

数学を研究するってどういう事だろう? 数学の面白さって何

だろう? 

このコーナーではクイズ等を通して数学の面白さを体験し 

てもらいます。また数学を勉強するだけでなく、自分で研究す

るというのはどういう事か?等、新人研究者の 3 人の体験を

お話したいと思います。 

 

 

 
「コンピューターで薬をつくる」 

奥野恭史（京都大学大学院薬学研究科） 
 

近年の医薬品開発では、コンピューター計算が欠かせない技術

となってきています。我々は、人工知能技術などの最新の 

IT 技術を用いることで、これまで不可能であった無限の化合物

の組合せの中から医薬品候補化合物の分子デザインを自 動

に行う計算プログラムの開発を行っております。 

 

 

 

 

「からだの時間：地球生命体の宿命」 

土居雅夫（京都大学大学院薬学研究科） 
 

我々は、宇宙に流れる無限に近い時間の中で、地球に生まれ、 わ

ずか数十年の命を与えられる。時間は均質ではない。我々 は活動

と休息を繰り返し、このリズムから逃れられない。24 時間周期

で自転する地球に生まれた生命の宿命がそこにある。 

 

 

 

 

 

「憶えること・思い出すこと：記憶と脳」 

月浦崇（京都大学大学院人間・環境学研究科） 
 

一口に「記憶」と言っても、ヒトにはさまざまな「記憶」の 形

があります。今回のサイエンス・カフェでは、さまざまな 

「記憶検査」を実際に経験してもらい、それに関係のある最新

の研究成果の紹介を交えながら、ヒトの記憶と脳の関係につい

て理解を深められればと思います。 

３．出展者情報 



35 京都大学アカデミックデイ （2012 年 9 月 2 日） 出展報告 
 

「究極に小さな電子機器を有機物から作る」 

寺尾潤（京都大学大学院工学研究科） 
 

物質の最小構成単位である原子や分子を化学的手法により、 

意図した配列で精密に組み上げ、有機物のみで構成された

次世代型ナノエレクトロニクス素子（超微小電子機器）の

新しい製造技術の開発を目指しています。 

 

 

 

 

 

「南海トラフの巨大地震：どうして M9？」 

橋本学（京都大学防災研究所 地震予知研究センター） 
 

南海トラフの最大クラスの地震想定が出され、これまでのも

のより遥かに強く大きい揺れや津波が予測されています。代表

者橋本は、政府の委員会のメンバーとして議論に参加しまし

た。この想定の根拠や考え方、さらには限界についてお話し

ます。 

 

 

 

 

 

「なぜ皮膚が人に存在するのか？」 

椛島健治（京都大学医学部附属病院） 
 

いかにアレルギーを克服するかが喫緊の課題である。本サ 

イエンスカフェでは、アレルギーがなぜ起こるのか、そし 

てそれをどう克服するべきかについて皮膚の観点から対話 

をもとに考えてみたい。 

 

 

 

 

 

「微生物のちからで海藻から燃料をつくる」 

河井重幸（京都大学大学院農学研究科） 
 

日本の広大な海域から産出されるバイオマス（海藻バイオマ

ス）の有効利用法の確立は日本にとって重要である。私たち

は、特殊な微生物を用いて、海藻バイオマスから燃料 
（バイオエタノール）を生産する研究を進めている。 
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３− 

 
 

「「病は気から」を科学する」 

中村和弘（京都大学生命科学系キャリアパス形成ユニット） 

人間がストレスを受けると、心臓がドキドキし、体温 が 

上昇します。この状態が長く続くと、高血圧や心因性 発 

熱といったストレス疾患につながります。本出展では、 心 

因性発熱の仕組みを中心に、私達の研究から得られた 成

果を解説します。 

 

 

 

 

 

「高校生が不思議にチャレンジしました」 

滋賀県立膳所高等学校 
 

膳所高校理数科では課題研究（2 年生対象）に取り組み 15 

年目を迎えました。4 人一組で取り組んでいます。昨年度は

生物分野 3 編、化学分野 3 編、物理分野 2 編、地学分野 1 
編、数学分野 1 編の計 10 班で取り組みました。その中から 

3  編を交替をしながらポスター発表いたします。 

10:00 ～ 数学分野「籠目編みに見る非ユークリッド幾何学」 

12:00 ～ 生物分野「スジエビの交替性転向反応」 

14:00 ～ 物理分野「古に学ぶ飛行原理」

の３編を順次ポスター展示いたします。 
 

２．ポスター前で立ち話（ポスター対話） 
01 

02 
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「リアルタイム地すべりモニタリング」 

山田真澄（京都大学防災研究所） 
 

2011 年 9 月、紀伊半島各地において深層崩壊と呼ばれる大規

模な地すべりが発生した。本研究では、地すべり発生時に

生じる振動を地震計でとらえることにより、これまでほと

んど知られていなかった地すべりの発生時刻を特定した。 

 

 

 

 

 

「キノコは雨が降るとたくさん出る？」 

兵庫県立御影高等学校環境科学部生物班兵

庫県立人と自然の博物館 

兵庫きのこ研究会 
 

六甲山再度公園で見られるキノコの気温と降水量の選好度 

を調べると、出現する時は、降水量よりも気温に依存して 

いる事がわかりました。さらに一部の雨好きな夏のキノコ 

や、雨の降った回数が出現頻度を上げていることがわかり 

ました。標本とともにキノコの世界をお楽しみください。 

 

 
「スイッチング分子のナノテクノロジー」 

松田建児（京都大学大学院工学研究科） 
 

将来の分子素子として期待される、光を当てたり電気を流

したりすると形が変わるスイッチング分子の紹介をします。 

分子素子が実現されると、情報処理の大幅なエネルギー削

減が期待されます。 

 

 

 

 

 

「炭素繊維で木造住宅の耐震補強が可能！」 

国立高等専門学校機構 舞鶴工業高等専門学校 
 

炭素繊維をプレート状に加工したものを柱・梁の骨組の筋交

として使用する既存木造住宅用の耐震補強工法で、壁内部に

設置するタイプと柱と梁に金具を取り付け外壁から設置する

タイプの 2 種類がある。 

03 

05 

06 

04 
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10  

「子孫に遺伝しない父親の遺伝子？」 

西村芳樹（京都大学大学院理学研究科） 
 

ミトコンドリアや葉緑体は、私達の祖先に共生した細菌が 

起源といわれています。雄も雌もミトコンドリアや葉緑体 

をもちますが、多くの場合、子孫に伝わるのは雌のものの 

みです（母性遺伝）。 

これまで謎であったそのしくみが、最近ようやくみえてき 

つつあります。 

 

 

 
「植物と菌類の地下ネットワークと生態系」 

東樹宏和（京都大学地球環境学堂／大学院人間・環境学研究科） 
 

森の植物も畑に植えられている植物も、野外で生存してい 

くために、「菌根菌」というキノコやカビの仲間と根でつながっ

ています。こうした菌類と植物が地下でどのように複 雑に絡み

合っているのか、「DNA バーコーディング」という技術で解

明しています。 

 

 

 

 
「ダイコンの食害に対する応答反応」 

大阪府立住吉高等学校 
 

私達はダイコンが虫に食べられる等の刺激に反応して自身を

辛くしていることを発見しました。 

私達はこの反応を遺伝子の発現量の違いを半定量という方法

で肉眼で観察できる状態にすることで調べました。 

 

 

 

 

 

「童仙房：新しい「教育空間」を求めて」 

吉田正純（京都大学大学院教育学研究科 教育実践コラボレーショ

ン・センター） 

教育学研究科では 2006 年から、京都府南山城村の童仙房（ど

うせんぼう）地区で、「新しい教育と学びの空間づくり」をめ

ざして、旧校舎を拠点に地元の方々と生涯学習の活動に 取り組

んできました。地域で「教育」に何ができるのか、 展示をつう

じて考えていただければと思います。 

07 

09 

08 
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11  

「魚を使って体の仕組みを探る」 

飯田敦夫（京都大学再生医科学研究所） 
 

「研究者には、人間も魚もほとんど同じに見えています」。 

こんな発言を聞いたらビックリしますか？ 

でも実際にそっくりなんです。私たちは人間の体の仕組みを

イメージしながら、毎日のように魚を観察しています。私た

ちが何を見て、何を考えているかを、泳ぐ魚を眺めながらお

話しましょう。 

 

 

 
「インドネシア・ジャワ島での鍾乳石研究」 

渡邊裕美子（京都大学大学院理学研究科） 
 

鍾乳石は、洞窟の中で 1 年に数十μm ほどのゆっくりとした

スピードで成長をしています。その鍾乳石中に観察される 

“年輪”の炭素・酸素同位体比から、過去の降雨量を読み解

いていきます。 

 

 

 

 

 

「ハーフミラーの作製～銀微粒子の観察～」 

京都府立嵯峨野高等学校 
 

ハーフミラー（マッジクミラー）を無電解メッキ（銀鏡反応）

を用いて作製する条件を求めました。また、その際、銀被膜

の厚さ、表面の様子の観察から、銀粒子やその被膜について

考えてみました。 

 

 

 

 
 

「太陽電池を組み込んだ「無接点」モーター」 

京都府立嵯峨野高等学校 

通常のモーターはブラシ・整流子によって、コイルに流れる

電流の通電と遮断を行っているが、そのために摩擦と騒音が

生じる。それを解消するために、太陽電池を通電と遮断に利

用して、新たなメカニズムを持つモータを考案し、その性能

を高める実験をした。 

13  

12  
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「6 週間の記憶：植物が季節を知るしくみ」 

工藤洋（京都大学生態学研究センター） 
 

植物が季節を知るしくみを紹介します。特に、植物が、数週

間前に経験した気温を覚えているかのように、花の時期を調

節することについてお話したいと思います。 

皆さんは、2 週間前は温かかったか、寒かったか、覚えて

いますか？ 6 週間前ならどうですか？ 

 

 

 

 
「ブロック玩具で学ぶ触媒の機能」 

堀越亮（京都大学大学院工学研究科） 
 

この展示ブースでは、触媒が持つ機能をブロック玩具を使 

って平易に説明します。 

①小さな分子をつないで長い鎖にする触媒（メタロセン触 

媒） 
②円い分子を長い鎖にする触媒（グラブス触媒） 

③右手分子と左手分子をつくりわける触媒（不斉水素化触 

媒） 

 

 

 
「肝臓・膵臓で見られる樹木様の細胞供給」 

川口義弥（京都大学 iPS 細胞研究所） 
 

肝臓・膵臓には、胆管・膵管という枝分かれした管組織が広

がっており、それに連結して実際の臓器機能を担う肝細胞・

膵細胞（外分泌細胞）が存在する。我々は細胞を標識し、そ

の運命を追跡する技術を用いて樹状の管組織から新たな細胞

が供給される事を観察した。 

 

 

 

 

「農業は生態系の何をこわしてきたか？」 

舟川晋也（京都大学地球環境学堂／大学院農学研究科） 
 

農業は自然生態系の物質循環をどのように改変してきたのか、

またこれがどのような環境問題を引き起こしてきたのかを概

観した上で、特に今日の熱帯農業が直面している気候変動・

土地劣化など生産生態基盤の不安定化に対する本質的対応を

生態学的に検討する。 

16  
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「人工光合成でクリーンな水素エネルギー」 

阿部竜（京都大学大学院工学研究科） 
 

当研究プログラムでは、クリーンエネルギーとして期待され

ている水素を、無尽蔵の太陽光を用いて水から直接製造でき

る革新的な光触媒システムの開発を進めている。本展示では、

研究の進捗と展望について分かりやすく紹介する。 

 

 

 

 

 
 

「CURATORS TV アートはお好き？」 

鈴木大輔（大阪市立大学都市研究プラザ） 
 

CURATORS TV はアートのサービス・イノベーション、グロ

ーバルメディア創出を掲げ 4 月にオープンしました。アー

トのアクセスビリティの向上や理解の促進に関して重要な

研究プロジェクトです。まだプロジェクトは始まったばか

りなので一緒に活躍してくれる方を大々的に募集します！ 

 

 

 

 

「金環日食 限界線はどこだ？」 

NPO 法人花山星空ネットワーク 
 

5 月 21 日の金環日食で、北限界線の位置を正確に決めるた

め、賀茂川堤防に 150～200ｍ間隔で 8 台の望遠鏡を並べて

観測しました。この観測により、太陽の大きさを 100km 単位

で、より正確に大きさを決定することができる可能性があり

ます。 

 

 

 

 

 

「錬金術？鉄触媒クロスカップリング反応」 

中村正治（京都大学化学研究所附属元素科学国際研究センター） 
 

医薬品や有機EL などの電材の合成に欠かせないパラジウム触

媒クロスカップリング反応で鈴木章教授、根岸英一教授が 

2010 年ノーベル化学賞を受賞しました。我々は、パラジウ

ム等のレアメタルを使わず、安全、安心、安価な鉄を触媒と

するクロスカップリンク反応を開発しています 

20  
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22  

「カスミサンショウウオの生態を探る」 

滋賀県立虎姫高等学校 
 

環境省レッドリストで絶滅危惧Ⅱ類に指定されている

カスミサンショウウオですが、本校の周辺に生息地が発見 

されました。現在、さらなる分布・生態調査と保護飼育を 

行っています。私たちの活動と実験を紹介したいと思いま 

す。 

 

 

 

 

 

「宇宙茶会～宇宙科学と茶道のコラボ？～」 

アバンギャルド茶会 

京都大学宇宙総合学研究ユニット 
 

宇宙の研究者と茶人の出会いから始まった「宇宙茶会」。宇宙

をテーマにしたお茶碗たちも登場します。 

 

 

 

 

 
 

「JAXA×京大 最先端の宇宙研究」 

宇宙航空研究開発機構（JAXA） 

京都大学宇宙総合学研究ユニット 

日本の宇宙開発を担うJAXA と様々な分野の研究者がいる京都

大学の連携による最先端の宇宙研究を紹介します。 

 

 

 

 

 

 
「被災した「思い出」を救う」 

溝口佑爾（京都大学大学院人間・環境学研究科） 
 

震災で発生した津波により流出した写真約 70 万枚を IT を

駆使して救済するプロジェクト「思い出サルベージ」を題 

材とした展示を行う。被災者にとって写真が持つ意味、IT 

の思いがけない効果などを紹介する。 

24  
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「腎臓病はどこまで治るのか」 

柳田素子（京都大学大学院医学研究科） 
 

慢性腎臓病は国民病と言われていますが、腎臓病の治療法は

決して満足できるものではありません。私たちは慢性腎臓病

のメカニズムを解明し、その治療法を開発すべく研究してい

ます。 

 

 

 

 

 

「大学入試について本気出して考えてみた」 

石本沙織（京都大学大学院教育学研科） 
 

『大学入試』と一言で言っても、その内容や形式は多種多様。

古今東西の『大学入試』を見たり、比較したりすることで、

そこで測られているものや、今私達に求められている「知」

のあり方について、ちょっと立ち止まって考えてみよう。 

 

 

 

 

「京都大学における金環日食観察会の実施」 

柴田一成（京都大学大学院理学研究科附属天文台） 
 

282 年ぶりに京都で見られた金環日食、京都大学のグラウンド

で観察会を実施しました。晴天に恵まれたこともあり、約 

8000 人もの人々が集まり、様々な方法で日食の様子を観察す

ることができました。その様子を紹介します。 

 

 

 

 

 

「ナノ物質が拓く光科学のフロンティア」 

金光義彦（京都大学化学研究所附属元素科学国際研究センター） 
 

物質をナノメートルサイズにまで小さくしていくと、サイ 

ズに応じて様々な興味深い性質が現れます。我々の研究室 

では、最先端の分光手法を用いて、ナノ物質のユニークな 

性質の解明に取り組んでいます。 

26  
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「自然エネルギーで動作するコンピュータ」 

石原亨（京都大学大学院情報学研究科） 
 

コンピュータは今日の社会のあらゆるところで使われていて、

多くの電力を消費しています。コンピュータの電力源を 太陽光

などの自然エネルギーでまかなうことができれば、社 会全体の化

石燃料消費を抑えられ、環境に優しい情報化社会 の構築が期

待できます。 

 

 

 

 

 

「細胞ガ綱引き」 

安達泰治（京都大学再生医科学研究所） 
 

生体の適応・再生現象は、力の環境の影響を大きく受けま 

す。そこでは、生体分子・細胞が力を感知し、その情報を 

ダイナミックに細胞･組織に伝達します。その面白い現象を 

体験してみましょう。 
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４−１．来場者アンケート 

 

■ ４−１−１．アンケートの設計とねらい 

 
「京都大学アカデミックデイ」では、来場者のみなさまに２種類のアンケートにご協力いただきました。 

１種類目は、「対話マラソンのための給水ポイント（カフェコーナー）」でお使いいただいた「ドリンクと  交

換アンケート」。「京都大学アカデミックデイ」をどこで知ったのか？   どのような方にお越しいただいたのか？  を

主催者が知ることがこのアンケートの目的でした。 

もう１種類は、お帰りの際にご協力いただいた「うちわと交換アンケート」です。「京都大学アカデミック  デ

イ」の満足度や研究者との対話で印象に残ったことなどをご記入いただきました。 

 

  
 

 

 

 

 

 
・ドリンクと交換アンケート（A5  サイズ：148×210mm） 

４．アンケート 
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カ 

ミ 

 

ドリンクと交換アンケート 早めに記入！ 

 

以下のアンケートにご記入いただくと、「対話マラソンのための給水ポイント」（カフェ

コーナー）でご使用いただけるドリンクチケットになります。15:30までにカフェコー

ナーにお持ちください。ドリンクチケットと交換させていただきます。 
※15:30を過ぎてもアンケートは受付にて回収しておりますので、ぜひご記入ください 

 

それぞれ、最も近いものを１つだけお選びください。 

2012.9.2 

 

Q １．「京都大学アカデミックデイ」の開催を最初にどこで知りましたか？ 

① ポスター・車内吊り・チラシ（掲示・配布場所： ） 

② 学校での紹介 ③ 新聞（紙名： ） 

④ 京都大学ホームページ ⑤  ツイッター・フェイスブックなど 

⑥  メーリングリスト・メルマガなど 

⑧「京都大学アカデミックデイ」関係者からの紹介 ⑨  会場に来て初めて知った 

⑩ その他（ ） 

 

Q  ２．科学・技術に関心がありますか？ 

① とても関心がある   ② 関心がある   ③ 関心があるともないとも言えない 

④ 関心がない   ⑤ 全く関心がない   ⑥ わからない 

 

Q    ３．科学・技術に関する情報を積極的に調べることはありますか？ 

① はい ② いいえ ③ わからない 

 

Q  ４．過去、科学・技術に関する情報を調べた際に、探している情報を見つけることができましたか？ 

①   見つけられた。大抵、その内容は容易に理解できる。 

②    見つけられた。しかし、ほとんどの場合、その内容を理解することは難しい。 

③    見つけられなかった。ほとんどの場合、探している情報は見つけられない。 

④ わからない 京 

都
大
学 

Q ５．ご自身について教えてください。 
ア

 

① 小学生   ② 中学生   ③ 高校生   ④ 大学生など学生   ⑤ その他（年齢 代） 
デ

 

ッ
ク
デ 

ご協力、ありがとうございました。 イ 

 

 

・ドリンクチケット（名刺サイズ：55×91mm） 

 

 

 
何度でも使えるドリンクチケット 
＊対話マラソンのための給水ポイント（カフェコーナー）で、ご

提示ください。 

京都大学アカデミックデイ ｜ 2012 年9 月2 日（日） 
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・うちわと交換アンケート（A5  サイズ：148×210mm） 

うちわと交換アンケート 帰る前に記入！ 

以下のアンケートにご記入いただき「、うちわ交換所」にお持ちください。 

京都大学アカデミックデイ特製うちわを差し上げます。（※品切れの場合はご容赦ください） 

2012.9.2 

 

本日はご来場ありがとうございました。今後の企画のためにご協力をお願いします。 

Q    １．今日の「京都大学アカデミックデイ」は、総合的にみて満足できましたか？ 

最も近いものを1  つだけお答えください。 

① 満足できた ② どちらともいえない ③ 満足できなかった 

Q    ２．来年の「京都大学アカデミックデイ」に、また来たいと思いますか？ 

最も近いものを1  つだけお答えください。 

① そう思う ② どちらともいえない ③ そう思わない 

Q     ３．今日の「京都大学アカデミックデイ」で、どんなところが良かったと思いますか？ 

一番印象に残っていることは です。 

その理由は です。 

他にも、「こんなことがあった」 

「来年も○○があるとうれしい」

など、ご自由にお書きください。 

Q     ４．来年の「京都大学アカデミックデイ」をもっとよくするために、アドバイスをお願いし 

ます。（来年は○○をこうしてほしい、○○があったほうが良いのでは？など） 

ご協力、ありがとうございました。 

京
都
大
学
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
デ
イ 
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・うちわ（レギュラーサイズ：242×345mm） 

これはアンケートと引き換えに配布されたうちわです。うちわ裏面にはアカデミックデイの会場風景をイ  

メージしてデザインされた対話アイコンをレイアウトしました。出展研究者にはあらかじめ配布し、会場内  

で使用していただきました。（デザイン：永田奈緒美／学術情報メディアセンター    コンテンツ作成室） 
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■ ４−１−２．「ドリンクと交換アンケート」の結果 

 
来場者 531 人 

回答者数 385 人（回収率 72.5％） 

 

 
・来場者は「京都大学アカデミックデイ」をどこで知ったのか？ 

・「京都大学アカデミックデイ」の開催を最初に知ったところ 

 

 
ポスター・車内吊り・チラシ 

 

学校での紹介 
 

新聞 
 

京都大学HP 
 

ツイッター・フェイスブックなど 
 

メーリングリスト・メルマガなど 

「京都大学アカデミックデイ」関係者からの
紹介 

会場に来て初めて知った 
 

その他 
 

0 5 10 15 20 25 30 
 

（％） 
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・来場者はどのような方だったのか？ 

・年齢層 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・科学への関与度別セグメント 
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科学・技術への関与度 



51 京都大学アカデミックデイ （2012 年 9 月 2 日） 出展報告 
 

■ ４−１−３．分類表（回答パターンによる分類） 

 
京都大学ブースにどのような方が訪れたのかを把握するために、オーストラリアで実施された調査に基づい  

て、Q8 から Q10 の３つの質問をアンケートに組み込みました（アンケート用紙参照）。それぞれの質問への

回答パターンによって、来場者を６タイプ（セグメント）に分けることができます。 

 

Ｑ8. 関心がありますか？ Ｑ9. 調べますか？ Ｑ10. 見つけられましたか？ セグメント 

1 or 2 1 1 2 

1 or 2 1 2 or 3 3 

1 or 2 2 - 1 

3 or 4 or 5 1 - 6 

3 2 - 4 

4 or 5 2 - 5 

セグメント 1: Interested in science but not active in searching for science information. 

セグメント 2: Interested in science, active in searching for science information and able to find information 

that they can easily understand. 
セグメント 3: Interested in science, active in searching for science information but either unable to find it 

or when they do find it have difficulty understanding it. 

セグメント 4: Neutral towards science and not actively searching for science information. 

セグメント 5: Disinterested in science and not actively searching for science information. 
セグメント 6: Neutral or disinterested towards science but active in searching for science information. 

 
 

参考文献 

Community Interest and Engagement with Science and Technology in Victoria Research Report – June 2007. 
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■ ４−１−４．結果：「うちわと交換アンケート」より 

 
来場者 531 人 

回答者数 328 人（回収率 61.8％） 

 

 
・今日の「京都大学アカデミックデイ」は、総合的にみて満足できましたか？ 

 

 

 

 

 
満足できた（282人） 

 

どちらともいえない（41 
人） 

満足できなかった（5 
人） 

 

 

 

 

 

 
 

・来年の「京都大学アカデミックデイ」に、また来たいと思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

そう思う（292人） 

 

どちらともいえない（33 
人） 

そう思わない（3人） 
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・来年の「京都大学アカデミックデイ」をもっとよくするためにアドバイスをお願いします 

＜会場に関する要望＞ 

・ちゃぶ台囲んで膝詰め対話が人の座る場所が少なすぎたので４，５人しか座る事が出来ず周りで立って  聴い

ている人が多かった。もう少し座る場所を多くしてほしかった。（70   代） 

・トークライブで声が聞き取りにくかった（ポスターの声などで）別室にしたほうが落ち着いて聞けた（30  代） 

・もっと広い場所で開催してほしいです。ブースの間隔を広げて落ち着いた質問がしたいからです。（大  

学生等） 

・ポスターの所の間隔をもう少し取った方がよいと思う。（高校生） 

・来年はもうすこし椅子を増やしていただければ良いと思います（中学生） 

 

 
＜企画に関する要望＞ 

・社会科学についても啓蒙するような企画が欲しいです（60  代） 

・ポスター発表は双方向で悪くはないが、前の人が長々と話していると割り込めずじっと待っているのが  つ

らい（50 代） 

・人文系の研究紹介を増やしてほしい。教育学部の参加はびっくり、感心しました（50   代） 

・もっと出展数が増えたらいいと思う。もっと多くのいろんな分野の話を聞きたい（40   代） 

・出展者の名刺、かんたん説明カードみたいなものがあれば（40  代） 

・話し手のバックグラウンドがもう少し分かるとよいです。話のきっかけが作りやすので（40   代） 

・自分の興味ある研究のポスターがあったのですが、他の方に説明中だったのでもう少し人数いたら聞き  や

すいなぁと思いました（40 代） 

・ずっと話し続けている先生方にも給水をしてさしあげたらと思いました。のどがかれて気の毒だったの  で

（30 代） 

・メディアではあまり報じられていない社会、環境問題に関わるテーマの研究が多くあると良いと思う（大  学生

等） 

・社会科学、文系分野のネタが少ない（ように思えた）ので来場をためらいました。そちらの分野の充実  を

ー公共政策、経営管理大学院の活躍に期待（大学生等） 

・全体的に理系の研究がメインだった気がしたので文系発表者もいたりしたら学際的な感じがしたかなと  感

じた。また、ポスター展示者同士の絡みもあったら面白かったと思います（大学生等） 

・ポスターの前にいないとき「ただいま外出中」といった看板を掲げるのも面白いかなと思います（大学  生

等） 

・簡略プリントとの配布（大学生等） 

・直接対話の機会をもっとほしい（高校生） 

・個別に話や質問のできる場を作っていただければ嬉しいです（高校生） 
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・文系・理系を問わず楽しめるものだったと思います。ですが、展示内容が理系分野に偏っていると思う  ので、

文系分野での研究成果も展示してみるのはどうでしょうか？一種の広報の機会であるこの日をもっ  と有効活用

してみるのもいいと思います（中学生） 

・1  度にポスターをみたり、質問したりできる人数を増やすべき（中学生） 

・子どものイベントらしき物がほしい（小学生） 

・ずっと 1 時間待ってもポスター展示の前に一人の担当者も戻られず特に聞きたかったので、他市から来た

ので残念です 

 

＜広報に関する示唆＞ 

・もっと一般の人や学生にも開催が分かるように宣伝や広告を使ってほしい（50   代） 

・FaceBook などでもっとイベントを拡散させては？（30 代） 

・大学生（京大生）がもっと来る仕掛けができればいいと思います（大学生等） 

・もっと早く知りたかった（中学生） 

 

 
＜開催への期待＞ 

・大変（用意）と思いますが年５回以上位やって欲しい（60  代） 

・小学生を引率したいと思いました（50  代） 

・年に 1 回ではなく、6 月、9 月、12 月、3 月と季節ごとにテーマを決めて分野横断的な形式にしてみて

は？（40 代） 

・２日間開催してほしい（大学生等） 

・来年も開催して欲しい（小学生） 



55 京都大学アカデミックデイ （2012 年 9 月 2 日） 出展報告 
 

４−２．出展者アンケート 

 

■ ４−２−１．アンケートの設計とねらい 

 
「京都大学アカデミックデイ」では、出展者のみなさまに開催後 Web によるアンケートにご協力いただきま

した。「京都大学アカデミックデイ」に参加した感想、印象に残ったことをご記入いただきました。また、  今後の開

催にあたってのご意見・ご提案や、研究者による広報活動の本学での支援についての意見・ご提案   もご記入い

ただきました。 

 

・「京都大学アカデミックデイ」に参加した感想 

 

自分の研究を分かりやすく紹介することができた 
 

 

 
大学研究者

高校生・その他 

合計 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 
 

          
7 23 4 

          

 11 7 

          

 34 11 

          
 

 
大いにそう思う ややそう思う どちらともいえない

あまりそう思わない 全くそう思わない 

 

 

 

専門外の人に自分の研究を”魅力的に”紹介することができた 
 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

 

大学研究者 

 

高校生・その他 

 

合計 

 

 

大いにそう思う ややそう思う どちらともいえない

あまりそう思わない 全くそう思わない 

2 

10 16 8 

5 9 6 

15 25 14 2 
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専門外の人の自分の研究に対する興味・理解度などを把握するこ 
とができた 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 
 

大学研究者 

 

高校生・その他 

 

合計 

 
 

大いにそう思う ややそう思う どちらともいえない

あまりそう思わない 全くそう思わない 

 

 

 

専門外の人と話すことで、研究の意味や目的を改めて考えるよう 
になった 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 
 

大学研究者 
 

高校生・その他 
 

合計 

 
大いにそう思う ややそう思う どちらともいえない 

 

あまりそう思わない 全くそう思わない 

 

 

 

専門外の人と話すことで、自分の研究を進める励みとなった 
 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

大学研究者

高校生・その他 

合計 

 
 

大いにそう思う ややそう思う どちらともいえない

あまりそう思わない 全くそう思わない 

15 5 2 

14 3 

29 8 2 

12 

5 

17 

10 3 2 

11 2 

21 5 2 

19 

9 

28 

          
12 14 6 2 

          

10 11 1 

          

22 25 6 3 
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自分の研究と人々の生活との関わりを意識するようになった 
 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

 

大学研究者 

 

高校生・その他 

 

合計 

 

 

大いにそう思う ややそう思う どちらともいえない

あまりそう思わない 全くそう思わない 

 

 

 
 

自分の研究に関する説明責任の重要性に気付いた 
 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

 
大学研究者

高校生・その他 

合計 

 

 

大いにそう思う ややそう思う どちらともいえない

あまりそう思わない 全くそう思わない 

 

 

 

他の研究グループの研究内容を知ることができた 
 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 
 

大学研究者 

 

高校生・その他 

 

合計 

 

 

大いにそう思う ややそう思う どちらともいえない

あまりそう思わない 全くそう思わない 

11 13 8 1 1 

6 9 3 4 

17 22 11 5 1 

11 9 3 

8 2 1 

25 14 2 

     3  8 

11 

15 

        
9 12 10 3 

        

8 10 4 

        

15 25 14 2 
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16 6 

30 18 5 3 

他の研究グループから、今後の研究方針に関する示唆を得ること 
ができた 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 
 

大学研究者 
 

高校生・その他 
 

合計 

 

 

大いにそう思う ややそう思う どちらともいえない

あまりそう思わない 全くそう思わない 

 
 

研究内容を説明する訓練となった 
 

 0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%  90%  100% 

              
大学研究者   14    12   5  3  

 
高校生・その他 

 

合計 

 

 

大いにそう思う ややそう思う どちらともいえない

あまりそう思わない 全くそう思わない 

 

 

 

参加は日々の活動（仕事or勉強）の負担となった 
 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

大学研究者

高校生・その他 

合計 

 

 

大いにそう思う ややそう思う どちらともいえない

あまりそう思わない 全くそう思わない 

11 

8 5 2 

16 16 

   2 14 7 

7 

8 9 7 

 
   2 9 10 7 6 

 
  1 8 

      
4 7 2 

      
   3 17 14 14 8 
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また来年も参加したい 
 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 
 

大学研究者 
 

高校生・その他 
 

合計 

 

 

大いにそう思う ややそう思う どちらともいえない

あまりそう思わない 全くそう思わない 

 

 

 

 

・来場者との対話でどのようなことが特に印象に残りましたか？ 

＜京都大学研究者の声＞ 

来場者に対して 

・予想以上に来場者が興味を持ってくれたこと 

・思っていた以上に、来場者が科学に興味を持って積極的に理解し、知識を得ようとされていた。 

・熱心に聴いてくれる人が多く、2   時間を大幅に延長して、席を移動して話続けていました 

・すごく勉強されていて専門的なことをご存知の方が多くいらっしゃったことに驚きました 

・休日にも拘わらず、一般の方（年配の方）が熱心に参加して下さって感激しました 

・それぞれの立場で勉強し、情報・知識を得，生活に役立てようと言う強い姿勢が見られることに、こち  ら

が感心した 

・自分の専門や職業に引きつけて話を理解しようとするところが印象に残った 

・研究内容だけではなく、応用にも非常に興味があることが分かった 

・大学と地域の連携について期待が高いと感じました 

・はじめは近寄るか迷ってらっしゃる参加者の方も、こちらから声をおかけすると笑顔で話しにきていた  だ

けたことです 

・今回はじめて参加して、来場者への研究内容の伝え方等まだ改善すべき点があるように反省しています  が、

その中でも来場者の方が一生懸命聞いて質問して下さり、「ありがとう。研究がんばってね」と多く  の方が言

って下さいました。その言葉や、来場者の方の様子を見て、自分たち研究者の仕事を見守って下  さる人、積極的

に関わろうとして下さる人がいるという有り難さを感じました 

15 4 

5 2 1 

20 6 

13 1 1 

14 

27 2 1 
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対話から感じたこと 
 

・一般書などをかなり読み込んでおられる方に対して、その中の何が、どのような研究によって説明でき  る

のか、具体的に説明するには、自分自身の研究の深さや幅を広げないことには、対応できないと痛感し  ました 

・現在の日本では、まやかしとも取れる科学番組様のものは多いが、知りたいという欲求を満たす真摯な  科学

番組や、科学者との対話の機会があまりにも少ないことを改めて感じた 

・「この研究は何の役に立つのか」という質問が多かった。専門家同士で話をしていると、研究内容が専  門的で

あるため、その目的も専門化してしまうことが多いが、今回、一般の人を相手に自分の研究の目的  を話そうとし

て、その難しさに直面した。今後、学会発表などで自分の研究を説明するとき、専門知識を  持たない一般の人

を相手に説明する時の視点を忘れないようにしたい 

 

必要だと感じたこと 
 

・若い学生さんから私の所属研究室の情報を訊かれました。パンフにもう少し詳しく記載しても良いのか  な

あと思いました 

・チューブをただ机の上に置くのではなく、「試験管立て」にたてて置きましたが、この「試験管立て」  に

たてるというのは、いかにもという感じで良かったのではないかと思いました 

・基礎研究を理解してもらうためには成果の重要性と同時に問題点を明確に気づいてもらう必要があると  感

じた 

・「純粋に科学として面白い」よりも「社会に対してどういう役に立つのですか？」という主旨の質問が  思い

のほか多かったように思う 

・事前説明会で教えてもらったことを参考にして、自己紹介と参加者の簡単な紹介（参加動機）を行って  か

ら本題に入りましたが、良かったと思います 

・導入部が大事と感じました。クイズ・パズルを工夫して 2 段階の導入を準備しました。それぞれで分野へ

の導入（この間に、垣根がなくなる感がした）と疑問の共有（知りたいと思ってもらえる感じがした）  を

することができたと思いました。導入部には、研究の説明と同じくらい時間を配分しましたが、それで   よか

ったと感じました。特に、分野への導入が思っていた以上に大事と感じ、工夫をした「しかけ」を考   えたいと

思います 

 

＜研究発表をした高校生の声＞ 

・一般の方から非常に面白い研究だと評価していただいたこと 

・主婦の方に感心していただけたこと 

・「あぁ」と自分の考えに共感してもらえたときが楽しかった 

・人によって、注目するポイントが全く異なっていたこと 

・本当に理解してくれる人もいれば、そうでない人もいたこと 

・自分では気づかなかったところを指摘してもらったこと 
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・グラフの作り方についてのアドバイス 

・来場者の階層が様々で、絶賛していただいたり、結構きびしく問い詰められたり、同じ高校生同志の交  流を

深めたりと、いろいろなことができてありがたかった 

・大学の先生方、一般の人々、それぞれ興味を持っていただける部分が少しずつ違いましたが、どちらの  方に

も興味を持ってもらえる部分、そうでない部分を知ることができ、自分の研究発表の中でどこを強調  するべき

なのかがよくわかりました。これからの研究発表にもつなげていけるいい経験ができたと思いま  す 

 

 

 
・今後「京都大学アカデミックデイ」開催にあったてのご意見・ご提案 

＜京都大学研究者の声＞ 

良かった点 

・いろんな意味で非常に良い勉強になったので、この催しを続けて欲しいです 

・高校生の発表と研究者の発表の扱いが対等で、発表場所が混ざっていたのが良かった。高校生の発表の  独

創性や質の高さに感心した 

・非常によい会でしたので今後もご継続ください 

・研究者以外の方と自由に研究の話をする機会を、個人で設定することはかなり難しいと思いますが、大  学

がこのように開催して下さることは、研究者としても良い機会ですし、感謝しております。これからも  開催

下さい 

・今回、以下の点が良いと思いましたので、今後も踏襲して行って欲しいと思います 

- ポスター、ちゃぶ台、コーヒー、トークを、壁のない、ひとつの部屋で開催したこと、大型講  

演（紘の部屋）とこれらが同時進行でなかったこと（時間をずらしてくれたこと）。発表側とし  

ては、多くの方に来て頂けたため。対照的に、昨年の科学・技術フェスタ in 京都 2011 では、

ちゃぶ台と大型講演が同時開催だったため来場者も少ないとの印象を受けました 

- 無料のお茶やコーヒー 

- ちゃぶ台も含めて座るとところが多い点 

- ちゃぶ台は当然として、ポスターにもアイテムを使用する点 

- 10   分程度でリセットされるとパンフに書いてあった点（進行上、助かりました） 

 

 
改善点・課題 

 

・当日の時計台前とか正門に展示のお知らせを増やして頂きたい 

・文系の展示が少なかったので、もう少し呼びかけを強めてほしいと感じました 

・受験を意識した高校生の参加者が何名かいたので、現役の学生有志による発表や、学生目線での大学生  活

や研究活動の紹介があっても良いかと感じた 
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・スタッフ、学生さんは日々の研究教育活動・講義で忙しいし、部局でのパブリシティーイベント（キャ  ン

パス公開、高校生のための化学、高校戸別訪問）の対応などもあり、この手の説明責任イベントが過剰  負担

になる恐れ有り。気楽な楽しいイベントですが、シンドイ研究や教育、勉強が疎かになるような本末転倒とは

ならないようにしないと．． 

・研究者が一般の方々と話し合う機会を持つことは、極めて重要なことであると考えます。ただ、問題は  同様

な趣旨の催しが、部局単位やキャンパス単位、さらには学会レベルでも開催され、一部の研究者にお  役が集中

し、疲弊することでしょう。また、全く無関心の方々もあり、そのような方々に対する“ただ乗  り”批判もあ

って、不公平感が溜る可能性があります。抜本的な解決策・特効薬はありませんが、参加す  ることににインセ

ンティブを与える仕組みがあってもよいと考えます 

・科学・技術の対話ということがメインであることもあって、所謂「理系」的な発表が多くなるのは仕方   ない

ことかとは思いますが、人文科学・社会科学などの「文系」的な発表もこれからもう少し増えると、  また

面白いのではないかと思います 
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５−１．広報物 

 
「京都大学アカデミックデイ」のポスターとチラシを作成し、京都市を中心に関西圏の教育関係機関及び  

公共機関等に配布を行った。また、京都市バス・地下鉄での広告掲載を行った。 

 
■ ５−１−１．ポスター（A2 版） 
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会場：京都大学百周年時計台記念館  無料・申込不要 

高校生でも大学生でも家族でもお一人でも参加歓迎 
お問い合わせ：京都大学アカデミックデイ事務局 

http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/ TEL：06-6221-2555       E-mail：kenkyu-taiwa@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp 

最新情報はWEBをご覧ください     『京都大学アカデミックデイ』で検索 
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主催：京都大学（学術研究支援室、研究国際部研究推進課、「国民との科学・技術対話」ワーキンググループ）                     後援：京都府教育委員会、京都市教育委員会、大阪府教育委員会（申請中）、大阪市教育委員会（申請中） 
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■ ５−１−２．チラシ（A4 版） 

2012 年 9月2日（日） 
http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/ 

会場：京都大学百周年時計台記念館
入場無料・申込不要 

高校生でも大学生でも家族でもお一人でも参加歓迎 

主催：京都大学（学術研究支援室、研究国際部研究推進課、「国民との科学・技術対話」ワーキンググループ）                      後援：京都府教育委員会、京都市教育委員会、大阪府教育委員会（申請中）、大阪市教育委員会（申請中） 
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京都大学百周年時計台記念館（百周年記念ホール・国際交流ホール） 

16:00－17:30 

1階百周年記念ホール 

10:00－15:30 

2 階 国際交流ホール 

10:00－16:00 

2 階 国際交流ホール 

10:00－15:00 

2 階 国際交流ホール 

ゲ  出  京    

対 ス  し  都    

談 
川 大 

口  島  。筋  
総    

演 

す 学 講 

淳 
— ま  

き 
・

 

書 会 

紘
の
部
屋 

14 「 
時 宇 

12 「 
時 ア 

10 「『    そ    

ト 

時 

ト  ま  大    

式 

語    れ    

ー 
時 会 時 

11 
時 場   れ 

長 
30 
〜

 分 の    
ラ 

S 
I     教 

教    N 
A   
・

 
授 術 ト フ 

S に の に 
の 、
い 対  

様 常 ィ  

け 
授    H 

対 

若 

の 、 日 デ おン 

話 ろ 話  な 
* の ア る 

C 

話 の う 研 を 
の       す 究         

ん 

お
茶
を
片
手
に
座
談
会 

出     １  気  ポ  大    

ポ 展     人  の  ス  学    

ス 
「  「  「  「 

「 科 
30 
ラ

 分 
30 

イ 
分 と 
し    テ    

ブ 

イ 
植  被  リ  人 

イ 

『「  「     っ  ま  の  者    

対 

定     じ  く  ー  究    

ー 
病 

郎 り 
氏 氏  

無 本
 

松 
高 話 

下  』  す  リ  
ャ  

科  で    。  
く 

に 
話 考 ネ  を  べ  ー  

ワ  
学 

動 

ッ  救  り  ン        す 

作 

も し 

• K 小   「  注 顔 
ご 素 手 の い よ  か 

な 

話 者 
究 

ポ
ス
タ
ー
前
で
立
ち
話 

出     お  ひ    

サ 
展     茶  と    

イ 15 茶 
｜ 宙 

13 ト 
｜ ー ｜ 

り    ぞ    ク 予     と  向  タ  研    

タ 

予     の  つ    

エ 
定     間  の    

ン 自    く  ま  前 
「  「  「  「  「  「  「  「    気  テ  

ス 
憶  微  か  な  究  南  こ  コ    分 

ー 

カ 

登 宇 お 科 の   T  ア グ ウ イ  市 現 の 大 の    

マ 

「     
学 フ て   ー " 災 ア 工 ン は 然   り 、

あ 
に   

校
 

と  し  ル  光  ド  気  エ    語       

い 

え  生  ら  ぜ  極  海  れ  ン    で  ブ  

フ 
る 物 だ 皮 に ト か   

ピ 
（   （   し 紘 

場 宙 茶 学 対   V  ー ロ ェ ノ  民 役 に 

学 

大   に 菌 
『た  タ  合  ネ  か  ネ    る  ち  る 

生 

こ  の  の  膚  小  ラ  ら  ュ    ほ 

を 

、  ル    ェ 

A 
J     東   の が 

し を 
と
」 者 話  を ト ー ブ ベ  を 京 な で 学     

沿 
ま モ 「 と 

類  思  イ  成  シ  ら  ル    も  こ  研 、

市 

と  ち  時  が  さ  フ  の  ー    っ 

囲 X 
京 

A 
対 ゲ 

/   学 
大 

話 ス 

す 

。 
チ 宇 茶 茶

、  
じ よ ル 代 シ  え       に 教 

の    

っ
 

通 に バ 時 ー  交 大 る の 

ー 
」 が 
宙 て る メ に 人 席 ョ た 

生 

対   ら   

ど   ・、 

か は 育 
未   て 

の  い  ム  で  ア  』  ギ    よ  
の  

究 

民 
来 

地 出 地 ク ・ を ー し 
ぞ 

者研 

ち ・ 

ジ 
思  

か  間  人  な  の  数  タ    
り 

ん 
い        

地 出  
で  

球  
存  子  大  者  で    

話 

研 

ら  ：  に  電  巨  学  ー    
お 

で 

こ 

す  
海  

生  
在  機  地  と  薬    

し 

究 

藻        す  器  震  話 

を 

に 

惑   サ 星         目 
探   

イ   
く せ 

に 
作 場 ろ 
家 、 な を る い R   し       よ  

が 

、
宇  ャ  

革 
ジ 
変 を 新 
創 し U   と 提 ば 動 る 

場       れ 

活 
題 え な 

で 
ト  う  モ  な        る 

す 

島 こ        

命 ワ  」  ニ  水        」 

る 

で し 

。 け 
ど 

か        る  を  ：  を  つ    し 

ま に 
と        体 ど 
： 
ら        の  有        し  く    ま  

つ 
「   

ン  だ 
エ 

は   
ス   
さ り 

ま 
が な 

形 
人  ル 指 

に  

サ
 

み     宙  ン 目 A 

作 さ 
の
「 と の す 

は ー T   の 
き 
で  

っ 

て 
を 
い 
も
、 

供 」   語 ー        タ 素 コ の 
て よ 

？ ビ O   大       

し や    Z 
ぶ    E  い 
さ    R 
元    O 

！ 
プ   」元 ロ 

コ 

、
多
様
な
話
を
引
き 

っ ん 対 の  ゲ メ       ス R   学 っ ょ  

と 

た も 話 
対  ス デ       の S   の か う   

市 

茶 体 」に         ト ィ       

カ 具       い        語 

C 

り
合
い
ま
す 
。 

ク        リ エ ン 
と        ン  ネ  乳       

ピ 

鍾 み る 
記 
料 宿 ？ 物 し う 」   ょ    

わ
 

燃        か  機        よ 

る 

の う し 

憶 

生        グ  ル  石       

ュ 

て 研 を  命  」  か  

て 」 

る 

く 究 と  つ 」 
う 

道 
し 
つ 
〜  

と ア       タ T   り に ？   

や 

験     話 在 け か 民 態        」  ギ  研       

ー 
系 ー 究 タ 

」 

だ 紹 脳 く 
ら Ｍ 。 

あ ん 

」 る 

」 

作 ９ 
る ？ 

な
話 

ジ 
ェ   メ 

も 
て     」  り  

R
 

U チ V   方 、      

社 
を 学       

会 

」 」 」 
さ 介 
い で 」 」 、 

ク   ン 当 
み て 

ト   
テ

 マ 
日 せ 話 ま 対        合 

A
 

い  
T

 

と 」  
考 生      

と
 

は ・ 
？ え 研       

身 
ネ   ー 

か 
25 

件 

ほ 。 す 

。 

ー   タ 

会 ん 
し

 

ジ   ー 
場 か 

ま
 

ま O ま 
す 
究       

な 

近 

こ
ん
な
話 
。 

ち
ゃ
ぶ
台
囲
ん
で
膝
詰
め
対
話 

） 
* ） 

に ？ 。 S 。 ・       

も 

す 
す R 者 

。 

お問い合わせ：京都大学アカデミックデイ事務局       TEL：06- 6221- 2555      E-mail：kenkyu- taiwa@ mail 2 . adm. kyoto- u. ac. jp 

最新情報はWEBをご覧ください       『京都大学アカデミックデイ』で検索 
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時間：10:00－17:30 入場無料・申込不要  
会場：京都大学百周年時計台記念館 

高校生でも大学生でもご家族連れでもお一人でも参加歓迎 
お問い合わせ：京都大学アカデミックデイ事務局      TEL：06-6221-2555 
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５−２．出展研究者向け事前説明会 

 

■ ５−２−１．概要 

 
2012 年 8 月 1 日、「京都大学アカデミックデイ」に参加予定の研究者を対象とした事前説明会を開催しました

（参加は任意）。参加研究者の“負担感”を軽減し、事前準備をサポートすることがこの事前説明会の主  なねらい

でした。 

まずは、学術研究支援室の白井哲哉より「京都大学アカデミックデイ」開催の目的や背景、前回の様子を  

紹介しました。どのような場で、どのような人たちと対話をすることになるのかを事前にお伝えすることで、  準備が

しやすくなると考えました。 

次に、情報環境機構／学術情報メディアセンターの元木環より、“対話ツール”やポスター作成のポイント  も紹

介しました。コンテンツ作成室の協力も得て、これまで実際に使われた“対話ツール”の具体例をいく  つかお伝えし

ました。 

その他、物質—細胞統合システム拠点（iCeMS）科学コミュニケーショングループ（加納圭・水町衣里）に  よ

る「対話力トレーニングプログラム」というワークショップも実施しました。簡単なゲームを通じて対話  の

中で起こりうるコミュニケーションのギャップを体験しながら、「対話」の目的を改めて捉え直す機会を提  供し

ました。 
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５−３．報道等 

 

■ ５−３−１．新聞 

 
・日経新聞「京都大学アカデミックデイ 紘の部屋『対談式講演会』」2012 年 8 月 20 日 

・京都新聞「研究者と語り合う」2012 年 8 月 25 日 

・京都新聞「京日記」2012 年 9 月 3 日 

・朝日新聞「研究者と『ちゃぶ台』座談会 京大で『アカデミックデイ』」2012 年 9 月 3 日 

・毎日新聞「『紘の部屋』理科離れ議論 京大学長対談『はやぶさ』川口氏ら招き」2012 年 9 月 3 日 

 
 

■ ５−３−２．テレビ 

 
・ＫＢＳ京都 京都新聞ニュース 2012 年 9 月 2 日 
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